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■これからの時代に向けたデジタル活用 ～学習モデルの紹介～

■GIGA端末活用の優良事例 ～子供の健全育成のために～

■夏季休業中に学んでみませんか

文化庁主催 学校向け著作権講習会の紹介

（ICT支援員、デジタルサポーターの皆様も参加できます）



Society5.0に向けた学習方法研究事業報告書を公開しました。

https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/tokyo_rule.html

これからの時代に向けたデジタル活用 ～学習モデルの紹介～

「Society5.0に向けた学習方法

研究校」で蓄積した多数の活用

事例を紹介しています。

皆さんの学校では、

・学習者用端末や、学習支援クラウドサービスの利活用は進んでいますか？

・単に、授業で端末を使っているだけになっていませんか？

ICTの活用により、「知識習得型」から「価値創造・課題解決型」の

学びへと学習スタイルを転換するための参考に御活用ください！

ICTを活用した学習モデルを「学習場面」、「資質・能力」、「ICTの活用」で整理・類型化して掲載

資質・能力を育成する３３

個の学習モデルをインデック

ス化しました。

それぞれの学習モデルの詳

細を別途掲載しています。

https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/tokyo_rule.html


学習モデルの具体的な活用方法を掲載しています。

これからの時代に向けたデジタル活用 ～学習モデルの紹介～

学習モデル例 学習モデルを組み合わせた単元計画例

学習モデルととも

に、各ツールの具

体的な使用法を掲

載しています。

各学習モデルを使用したこと

の成果（教育効果）を掲載し

ています。

具体的な単元計画例を、学習

モデルとともに掲載していま

す。

ここでは、三つの学習モデル

が使われています。

インデックス化し

た学習モデル



渋谷区では、GIGA端末を活用したネット相談窓口を運営しています。

デスクトップの「そうだん」アイコンをクリックすると、相談窓口一覧が表示

され、さらにハートマークをクリックすると相談フォームが表示されます。

渋谷区 GIGA端末を活用したネット相談窓口

相談フォームから届いた相談

は、教育委員会が確認し、必要

に応じて学校等と連携していま

す。

相談したい児童・生徒が、

先生に言いづらいことも、夜間

や休日も含め、相談できるよう

になりました。

ＧＩＧＡ端末のデスクトップに表示されている
「そうだん」アイコン

GIGA端末活用の優良事例 ～子供の健全育成のために～

相談窓口一覧相談フォーム

クリック



墨田区では、GIGA端末で子どもたちが毎日のこころとからだの状態を記録で

きるＷＥＢ健康観察システム「シャボテンログ」と、匿名で報告や相談ができる

アプリ「STANDBY」を導入しています。

墨田区 GIGA端末を活用した相談や健康観察

GIGA端末活用の優良事例 ～子どもの健全育成のために～

匿名報告・相談プラットフォーム「STANDBY」ＷＥＢ健康観察システム「シャボテンログ」

短時間で入力でき
るので、朝の支度
が終わった生徒か
ら入力するのが日
課になっています。

「シャボテンログ」は、児童・生徒が毎日こころとからだの状態を記録する

ことで「気づき」や「変化」を見える化するWEBシステムです。

心身の健康状態が記録として残るので、教員が子供の状態の変化を確認する

ことができます。

ＧＩＧＡ端末のデスクトップに表示されている
「STANDBY」アイコン

「STANDBY」アプリは、児童・生徒が悩んでいる時にGIGA

端末から、専門の相談員に匿名で報告・相談することができます。

匿名で報告・相談できるため電話やメールよりもハードルが低く、

いじめ等の問題を早期発見、早期対応できます。

困ったときにいつでも
相談できるので安心

報告・相談内容には画像や
動画も添付できます。

朝の活動に「シャボテンログ」を取り入れた学校の様子

「話したいボタン」で、担任・養護教諭・スクールカウ
ンセラーなど、自分にとって話しやすい相手を選択し、
相談することもできます。



近年、ＳＮＳ等のソーシャルメディアが発達・普及した反面、児童・生徒による著作権侵害事例も生じています。

そこで、文化庁では全ての教育関係者が著作権に関する正しい知識を身に付けるように本講習会を開催します。

夏季休業中に著作権の大切さや「知財教育」の推進について、学んでみませんか。

令和４年度教職員・情報通信技術支援員（ICT支援員）著作権講習会 ～教育機関における著作物利用と知財教育～

夏季休業中に学んでみませんか 文化庁主催 学校向け著作権講習会の紹介
（ICT支援員、デジタルサポーターの皆様も参加できます）

日時：令和４年8月25日（木）13:00～15:50

方式：YouTubeLive配信（限定公開・受講料無料）

申込期限：令和４年７月8日（金）～８月８日（月）まで

※後日、10月31日（月）までオンデマンド配信（予定）

日程・申込

QR コードまたは文化庁
HPの掲載の申込フォーム
より御応募ください。

内容

授業目的公衆送信補償金制度の現状と留意点

一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管理協会
（SARTRAS）理事 野方 英樹 氏

知財創造教育の実践 ～インターネット上の海賊版被害の現状を踏まえて～

東京学芸大こども未来研究所 教育支援フェロー 原口 直 氏

集英社 編集総務部 部長代理
一般社団法人ABJ 広報部会長 兼 法務部会長 伊東 敦 氏

■チラシ
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seminar/2022/pdf/93728901_01.pdf

今年度から、ICT支援員（小・中学校など）やデジタルサポータ―
（都立学校）の皆様にも対象を広げ開催します！

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seminar/2022/pdf/93728901_01.pdf


学びのアップデート

Society5.0に向けた一人１台端末の活用のための実践事例通信

第1２号 令和４年７月28日発行 東京都教育庁総務部教育政策課

学習指導要領に示されている資質・能力を育むには、指導方法、学習方
法、学習環境等を更新し、最新のものにする必要があります。

また、Society5.0に向けて、ICT機器及び環境というハード面と、そ
れらをどう利用していくか、授業そのものをどのように構成するかという
ソフト面の両方のアップデートが求められています。

そこで、これからの「学び」を最新のものに「アップデート」していた
だくことを願い、本通信のタイトルを『学びのアップデート』としました。
東京都教育委員会のホームページにも後日掲載する予定です。


